
.

論

説

徳
川
時
代

の
米
穀

消
費
節
約
策
(
二
、完
)

徳
川
時
代
の
米
穀
清
費
簡
約
策

'

第
八
巻

(第
四
號

八
八
)

五

二
八

(
二

、
完

)

本

庄

榮

治

、郎
.

徳
川
時
代
の
米
穀
饗

節
約
政
策

の
中
、
二

嶺

米

の
鶏

に

つ
い
て
饒

箭

號
に
述
.へ
た
る
々
以
て
、
以
下
三

活

造
割
興

(
三
)菓
子
其
他

の
泊
費
制
限
、
及
び
〔四
)代
用
食
物
の
こ
ε
に
っ
き
て
述
ぷ
ろ
所
め
ら
ん
電
す
。

に
酒
造
制
限

。米
穀

の
食
用
米

以
外

に
#
け

る
最
大

の
需

要

は
即

ち
酒
造

に
あ

り
。
故

に
醸
造

高
を
左

右
す

る
こ

冠

に
よ

り
て
食
用
米

の
供
給

を
増
減

し
.得

る
所
甚

だ
大

な

り
。

寛

永
元
年

に

「
然

る
庭
酒

を
隠

し
造

候
上

に
而
御

.

仕

置

に
申
付

候
而
も
米
穀

の
な

め

に
は
不
成

候
間

か
く

し
不
追

様

に
兼

て
無

油
断

随

分
心

を
付
可
被
申
付

候
]
云

…
云

ご

い
ひ
、

又
寛
政
三
年
十

二

月

の
酒
造

三
分

の

一
合

に

『
諸

国
酒
造

之
儀
當
秋

数
度
之
暴

風
雨

出
水
等

に
而

、

作

物

傷
候
趣

に
而
、
米
債
引
上

候
間

、
彼
是
物

世
話
有
之
随

而
は
下
賎

之
も

の
鮮

迄
飯
米

行

屈
方

の
た

め
三
分

}

.

造

り
改
方

等
之
儀
猫

又
厳
重

に
被

御
出
候
付
」

云
々
8

い

へ
る
が
如
き
、
即

ち
酒

ご
米

と

の
關

係
を
示

す
も

の
に

.

あ
ら

す
や
。

而

も
酒

は
必
ず

し
も
生

活

の
必
需
品

に
あ
ら
す

、
飲

酒

の
俗

は
當
時

俗

一
穂

の
奢
侈

ε
し

て
迎

へ
ら
れ
し

の
み

な
ら
す

、
斯

く
て
節
酒
若

く
は

独
座酒

は
當
時

の
施

政

の
要
項

ご
な

り
、
酒

の
醸
造

に
も
影
響
を

風
ぼ
せ

し
こ
ご
少

.

か
ら

さ
り
き
。

元
藤
九

年
八
月

に

『
一、酒
に
醇
ひ
心
な
ら
げ
不
届
仕
も
の
粗
有
之
候
、
兼
て
よ
り
大
酒
仕
義
停
止
に
候
得
共
彌
以
摺
絵
候
義
人
々
相
懊
可
申
事

一
、
客
専
有
之
候
而
も
酒
強
候
義
無
用
に
候
事
、

15}

16)

17)

徳川禁 令考、 六秩、378頁
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附

、
酒
狂
之
も
の
有
之
候
は
は
酒
給
さ
ゼ
候
者
も
可
爲
越
度
事

「
、
酒
商
費
仕
』
禰
連

〃
減
候
標

に
可
仕
候
事
』

　
　

…
同
十
四
年
十
月

に

一『
前
.
、
撰

籍

嵩

敷
・日
観

優
待
莚

苦

米
饗

之
儀
・
喚

問
、婚
愛

嚢

・
護

磯

之
外
・
鍬

有
之
讐

』
酒
出
し
縫

釜

た
る
べ
し
、
然
る
上
は
帆
儀
取
か
に
し
て
酒
に
無
用
に
致
し
樽
代
可
用
之
者
也
』

と

い

へ
る
か
如

き

、
即

ち
酒
に
封

ず

る
施

政

の
方

針
を
語

る
も

の
に
あ

ら
ず

や
。

か
一
て
酒
造
籍

し
て
は
,颪

纂

禁
欲
主
義
よ
り
、
他
粟

穀
政
策
の
方
面
よ

り
・
或
は
制
限
を
加

へ
或
は.

,髪

寛
大
に
ず
。
塗

り
し
も

の
に
し
て
、文
化
三
年
九
月

の
勝
手
造
に
あ
り
て
は
、酒
造
罰

す

る

厨

の
制
限

を
解
き
、
以
て
打
響

米
磐

甚
し
裁

落

せ
し
・
墓

防
か
ん
手

・
量

れ
り
。
而
奉

伺
は
制
磐

行
は

奉

る
こ
ご
φ
季

・
の
甚
だ
多
・
.
而
・
・
そ
・
制
限
饒

・
寛
永
±

集

・
馨

一分
2

造

り
を
命

…型
韻縫
鷲
雑

灘
耀

吐整
経

縫
揚

鍵

盤
抱卵∵

.

,
き

.
詳

し

・
は
拙

謹

戸
欝

・
沓

調
篁

突

頁

以
下

・
見
・

。

諏

.註

.

近
世
警

の
難

以
て
響

動

・
、
秋
瑠†
暴

、
著

嘉

酒
…

ひ
、
寒
再

於
・
著

曇

磐

・
ひ
・
新
酒
垂

　聞
酒
あ

間

雛

に
於
て
,,
ろ
商

酒
.、
い
ひ
、
番

に
噸
て
ゴ
る
藁

酒
.、…

。
重

類
苑
、
肇

部
、
六
芸

頁
・

鼠

談

離
離
難

縫
繍
鹸稀
誌
軽
鬆

鉾

醐鰍蜥鑓

.離

.

端

、
嘉
、永
二
歪

は
九
州
方
面
出
水
脅

、
畢

秋
努

盃

馨

晶

嚢

雨
中
馨

柴

作
・
.・
飢
民
多

謝

論

覗

穂
川
時
代
粟

穀
婁

節
黎

三
、完
)

更

巻

(醤

號

発

)

五
二
九



」

'

論

説

徳
川
時
代
・
米
馨

藷

黎

三
、完
)

更

巻

)誇

號

九
。
)

五
三
Q

の

ヒ

、
静

は
腕
章

高

年
七
朶

に
於
て
買
持
を
禁
・

粟

融
架

寝

・
筈

替

用
飯
米
に
差
支
可
申
も

讐

、
霧

て
は
不
春
景

持

、
銘
・

百

之
利
潤
・
不
拘
・
米
融
通
・
量

り
・
費
買
致
誓

笏

論
・
需

…
人
蓋

・
蒔

歪

囎

儀
無
之
密

渓

、
自
省

用
葬

、
利
潤
・
拘
轟

・
て
莱

買
〆
響

有
之
於
て

ユ

ヒは
急
度
可
令
沙
汰
候
」

零

し
た
・
が
、
議

藤

貴
し
鹿

鰐

せ
し
か
ば
大
阪

の
導

旭
家
は
多
年
の
國
恩
に

ユ

報

ず

る
た

め
酒
造

坐
・減

を
請

ふ
に
至
り
し
.也
。
當

時

の
令
犀

曰
く
(+
月
入
日
)

、

『近
々
藩

渠

藷

霧

に
義

人
馨

之
、鐘

・
旨

農

嘩

・
魯

お

隠

鬼
袈

双
鑑

彪

鷲

爪
驚

彦

而
箆

錘

の
時

一△、
債

故
三
郷
酒
塵

嚢

、
鍛
萎

堵
.ト
致
惟

欝

蟹

糞

袈

耕
、撃

之
酒
造
高
著

嘗

た
・
馨

。願
出
承
橿

付
遣

蕪

河
矯

遍
羅

襲

嵯醗
難

鞠縫

師飾
鑓

隔
離
耀
樽群鶴

難

安堵・た

右
之
通
三
郷
端

々
迄
不
洩
様
可
申
聞
事
』

　

同
年
±

月
+
七
日
の
讐

よ
れ
は
三
郷
酒
造
屋
井
に
癌

.河
播
酒
造
屋
商

標

の
義
を
申
出
て
奇
特
の
義
特

選

.

屈
冥

窪

い
へ
り
。
然

・
に
・
れ
か
碁

に
酒
造
屋
共
は
酒
磐

引
上
け
て
瀞買
出
し
た
る
も
の
の
如
実

か
く
.

ぞ

は

「
酒
造
異

春

初
翻

恩
之
冥
加
を
相
撲

趣
誉

籔

糞

以
之
外
不
将
之
事
後

條
・
男

凝

　
引
下
け
小
壷
屋
港

至
迄
正
筆

直
撃

岩

風
聞
糠

可
致
候
」
零

し
奮

は
、
現
募

集

器

方
響

し

「て
酒
造
制
減
、酒
椀
譲

、酒
債
昂
騰
の
馨

は
る
る
鋳

華

て
頗
る
興
味
あ
・
裏

話
な
早

や
・
又
酒
造
制

…
限
の
聲
高
き
に
誓

来

年
の
酒
造
が
昨
年
の
そ
れ
よ
り
も
増
醸
せ
ら
れ
つ
つ
あ
・
が
如
き
㌦

右
の
減
醸
申
出

.

の
態
婁

相
謝
し
て
多
少
の
戚
禦

き
を
得
墓

所
な
・
7

、
蕎

、
嚢

の
攣
響

纏
意

想
の
推
移

幕

窺

ふ
に
足

る
べ
き
歎
。

自0)大 阪市史
、四19噸 。鵬 翫 巳、3頭
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…

(註
)

徳
川
時
代
に
於

て
累
年
造
石
高

の
殿
宇
に
今
明
か
な
ら
す
從

て
右
の
如
き
酒
造
制
限
が
果
し
て
飯
米
節
胸
の
上
に
如
何
な

ろ
力
な
有

し
た

ろ

や
存
詳

に
す
る
々
得
ず
。
た
だ
竹
橋
除
睾

(国
書
刊
行
會
本
、

一
六
〇
頁
)
に
11
元
緑
+

一
年
の
全
圃
醸
月
数
及
造
石
高
奄
掲

げ
た
る
が
、
之

に

…
工
れ
ば
嘗
時
の
造
石
高

に

五
畿
内
筋

]
人
入
、
三

一
入
石
鹸

四

国

筋

三
九
、Q
九

一
石
除

出
矧
陸
奥

一
四

ニ
ー九
五
三
石
鯨

一
中

國

筋

八
三
、九
五
五
石
鹸

北

國

筋

八

「
、五
三
〇
石
像

.海

道

筋

=
二
二
、九
二
入
石
鎗

　
西

園

筋

=
6

べ

囲
者

鹸

關

策

筋

七
む

さ

三
石
徐

合

計

九
Q
九
三

四
〇
石
鰈

に

し
て
元
緑
華
中
の
全
固
結
石
高

二
五

、九

「
0
、
六
七
四
石
除

(大
日
本
租
枇
志
中
編
第

二
、
田
租
純
銀
)
に
射
し
て
約

二
十
六
分
り

一
々
占
む

る
勘
定
な

り
。
今
假
り

に
當
時
の
飯
米

に
供
ぜ
ら
れ
た
る
額
が
二
千
五
百
萬
石
ご
ぜ
は
、
こ
の
際
酒
造
牛
減

な
令
す
ろ
場
合

ト
に
約
四
+
五
萬
石

の
剰
録
来

々
生
す
ろ
・
、ご
書
な
り

・
飯
米

ば
約

}
分
七
厘
を
世
加
ず
る
こ
ご
ミ
砕
ろ
。

う

じ

ド

僖

菓

子

其

他

の

消

費

制

限

。

熊

澤

.蕃

山

は

そ

の

著

「
大

學

或

問

」
に

於

て
飯

米

以

外

の
清

魔

米

の
多

き

こ

ご

を

論

の

.

し
「
酒
屋
昔
に
百
倍
し
て
水
に
成
て
す
な
る
米
敷
し
ら
歩
」
「
南
螢
菓
子
昔
に
百
倍
す
る
す
た
洗
』
済
々
&
い
へ
る
が

.

萬
民

に
封
ず
る
米
食

の
制
止
井

に

「
般
酒
造

の
制
限
等
に
於
け
る
ご
同
様

o
趣
意
よ
り
し
て
米

争
原
料
こ
す
る
菓

一
子
饅
頭
類
は
も
ε
よ
り
五
穀
を
消
歴

ず
る
諸
種
の
食
品
を
製
造
販
費
す

る
こ
と
も
亦
往
々
に
し
て
禁
せ
ら
れ
た
る

肝

な
り
き
。
そ
の
蕩

煩

多

レ
・
例

へ
は
寛
永
+
九
年
六
月

『
在
々
に
而

う
ご
ん
・
暴

・
素
麺
・
そ
は
・
餅

・
ん
頭
、
豆
腐
其
他
何
・
て
も
護

・
費

・
綾

も

・
・
む
さ
鼓

・
要

仕
間
数
茜

含

ひ
・
同
歯

九
月

の

.

に
は
更

に
諸
国
在
々
所
々
に
謝
し
以
上

の
外
伺
南
攣
菓
子
等
を
も
商
費
無
用
な
り
ご
説
き
唱
こ
の
前
後
同

】
の
洪

…
令
を
見

る
こ
ご
甚
な
多
し
。
更

に
降
て
元
藤
十
二
年
九
月
に
は
江
戸
廻
米
を
拠
脚
し
、
町
中
米
穀
買
占
を
熱
し
た

　
アユ

…
る
後
、
「
惚
而
ゑ
よ
う

の
品
に
米
穀
費
し
候
儀
當
年
よ
り
來
夏
迄
可
爲
停
止
候
」
ご
い
ひ
以
て
米
穀

の
供
給
を
少
に一

一
論

説

徳
川
時
代

の
米
穀

消
費
節
約
策
(
二
、完
)

第

八
巻

(第
四
號

九
,
ご

五
三

「

24)

25).

26)
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論

説

徳
川
時
代
粟

穀
婆

鶏

策
三
、完
)

災

巻

(第
四
挽

き

五
三
二

　
て
も
多

か
ら
し
め
奮

計
れ

・
が
、
・
れ
箱

謝
し
て
享
保
五
年
音

に
は
、提

物
は
勿
論
典
籍

色
潤
澤
に
候

レ

一
て
も
饗

藩

不
申
様
に
い
芒

、
酒
菓
子
の
類
む
壽

ぞ

作
り
出
し
候
は
ぬ
謄

可
相
心
得
鑑

亡
命
し
な

一
る

が
、
同
年
に
は
発

奮

・
供
嬉

加
方
法
・
琴

居
量

る
あ

の
聖

、
獲
て
・
の
馨

暴

ろ
米
馨

重

の
趣
意
よ
り
出
て
莱

の
浪
費
姦

し
む
る
に
あ
り
し
か
如
し
・

街
水
戸
藩
に
於
・
・
、
天
保
七
年
凶
作
米
警

直
の
謬

八
月
酒
造
制
限
・
な
す

ご
伺
謄

「
當
年
不
義

に

て
沓

型

候
に
付
、
米
を
・以
憂

肇

犠

來
+
月
朔
日
・
・
御
着

霜

成
篠

小
舞

羅

撃

て
製
候

菓
子
誓

買
致
簾

可
相
違
事
」
號

ひ
.
佐
竹
藩
・
芭

て
も
安
永
衡

酒
造
及
董

子
製
造

の
制
限
井
に
禁

止
を
な
。
・
る
こ
募

り
こ
い
ふ
囎
響

・
の
種
・
饗

制
限
も
蕎

及
諸
藩

於
・
犀
行
は
れ
た

る
躄

る
を

…

知

る

へ
き

也

。

一

望

の
菓
子
類
の
外
.
術
、
土
佐
・
如
き
翼
賛

肇

・
地
歪

て
は
・
糊
督

し
て
龍

む

ξ

必
ず
し

　
　
も
少
か
・
・
り
し
が
如
し
.
岡
本
妻

「治
蘂

・
論
・
・
肇

註

殺
塁

　

務

窶

せ

一
る
に
在

の
.。
而

し
て
そ

の
缺
乏

は
人

口

の
増

加
よ
り

は
、
寧

ろ
穀

物
を
飯

米
以
外
に
浦
礎

す

る
の
多
き
爲

め
な
り

一

差

、
『先
裏

庭

す
る
の
大
な
・
は
酒
に
㌍

は
な
と

宅

其
業

を
説

き
た
覆

・
更
に
羅

究

粟

….

を
消
費

す

る
こ
8

の
頗

る
多

き
を
説

い
て
曰
く

・

『搬
条

の
滑
革

ゐ
羅

工
・
あ
・
、近
影

癸

・
開
・
・
象

季

…

多
き
・
中

に
・
豪

製
す
ろ
こ
晃

多
し
.
牽

写

る
に
は

必
米
糊
角

。
。
、
・、
。
我
国
籍

・
・
あ

ぶ

・
れ
墨

・
一

少
・
。
食

天
下
・
布
岳

の
あ

養

産
岳

で
ミ

有
限
の
発

芽

蕎

か
「
、、」
に
・
耗
・
・
…
㌔少
・
葦

.夫
・
≡

里

余

蓑

却
{

・
國
忠

合
・
て
幾
何
ぞ
・叉
歪

に
か

り
妻

ぞ
.

28)徳 川十五代史、入編 ↓6頁
29)大 久保敬 、奮水 戸藩[財 こけ る米側調節策、帝国農會隷 、五巻二彊、4。頁
30) 帝國農會 報、 五巻 二號、45頁



鞭

離

離
蕪
雑
遜

　

藩

　織
灘
　　　　　鞭
　靉

靆
麟
購
　



　
要
せ
・
れ
窪

同
ヒ

、
徳
・
時
代
・
於
…

誉

代
孕

・
き
霧

の
研
究
馨

ら
れ
菱

藍

噂

多
か
り
き
。
磨

述

へ
た
・
か
如
壷

鷲

於
て
は
離

の
厄
に
會
ふ
・
塁

く
・
而
も

憂

ひ
之
れ
か
襲

一
策
を
見
ん
か
、
草
葉

・
・
皐

馬
犬
猫
垂

垂

.
悉
套

謹

甚
し
き
・
至
・
て
は
人
肉
す
ら
之
を
食

7

が
如
き
駿

。
、
綴

逡

さ
れ
た
る
所
督

し
・
以
・
・…

の
懇

・
備
ふ
・
…

代
饗

物
に

攣

る
研
舞

。
貴
行
・
楚

行
は
嚢

り
し
也
。
か
・
甘
藷
の
栽
培
か
飢
饉
猛

ふ
・
も
の
芳

し
こ
と
饒

議

人
。
熟
知
す
・勾
所
。
・
が
、
蓋

露

考
量

響

姦

・
食
用
蕩

・
諭
一李

・
黎

・
き
・
例
へ
昊

明
三
年
。
飢
讐

藁
里

方
憲

御
代
庭

頒
ち
之
を
美
麗

・
激
示
せ
し
・
・彗

天
明
六
年

九
月
に
は
草
泌

論

説

徳
川
時
代
粟

諮

器

黎

三

、完
)

第
八
巻

〔第
四
號

九
四
)

五
三
四

.

ε
錐
、篁

乃
至
第
三
茎

・
學

の
用
謬

供
ぜ
・
れ
署

中
播

季

・
あ

・
・
は
・
ろ
可
・
…

の
本
多
利
明
の
『酉
務

語
』
に
『船

髪

肇

ご
ゴ
る
風
俗
既

ば
少
し
物
舞

へ
・
暑

ば
鷺

の
誉

芋

・跨

・
し
≦

条

誉

者
の
み
難

要

る
・故
協

の
磯
鷺

巡
薫

る
一

升
長

輩

る
牽

、
.b
す
。
我
寛

馴
・
畠

・
か
小
身

霞

的
こ

義

邊
雪

沓

ゆ
へ
鐘

に
多
く
水
讐

誉

あ

り
、
古
来
一

難
.、名
。
け
稚
し
ら
さ
る
-
・
け
望

も

…

す
れ
芙

響

遇
の
鰻

啓

馨

し
或

晟

懸

て
国
産
実

ふ
翼

の

難

知
、
。
。
.米

一.…

毒

輩

均
髪

境

暮

暮

・
及
・
へ
と

い
へ
り
醐
義

ミ

美

原
小
書

著
『北
地
危
言

に
『裂

米
の

酒
に
。
ふ
れ
候
奪

ひ
た
・
}

、̂
中
略
)此
物
病

)久
・
是

事

・
き

農

・
・鑛

・
繁

・
し
候
皐

羅

ろ
問
な
く
蓬

梅
更

す
。
り
候
、
蕩

・
倍
し
候
・
し
、
馨

・
葵

下
・
米
塾

し
-
相
成
候
・
垂

・馨

候
プ

・
へ
・
が
和
ぎ

索

若
く
ば
婆

未
巽

用
途
。
讐

ら
れ
Z

て
翼

著

あ

量

、
・
叢

り
も
直
享

、
米
が
暗
・
遙

髭

ら
・
直

異
事

・
而
・
蕊

く
の
如
嘉

釜

亦
勝
て

も
少
草

し
て
、
.米
婆

乏
・
一
票

巻

と

?

如
・
・
夏

藍

契

ト
封
・
て
某

草

分
馨

警

策
の
轡

ら
れ

た

ろ
為
知

ら

さ

る
也

。

.

ラ個
代
用
食
物
。
大
正
の
杢

捨

外
藷

理
法
の
諭
せ
ら
れ
、
或
は
米
に
代
用
す
へ
藻

讐

品
の
献
立
表

32)日 本 縄 濟 叢 書 巻十 二
、,144頁
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「を
以
て
養

ご
芋

・
き
こ
・
李
・饗

・
三
菱

上
杉
治
簿

籍

二
年
・二
月
普
嚢

莱
の
外
・
欝

浜

せ
ら

.

る
へ
,
車
箱

を
示
し
、
.躊

・
製
造
、魚
療

肉
・
董

馨

、
・

べ
て
救
荒
建

の
品
藷

理
法
を
聾

し
・

窟

黎

.』
と
名
づ
け
て
・
行
し
、・
莱

澤
藷

内
・
薯

・
。
弘
化
・
禽

備
荒
瑠

芝

は
・
豫
め
凶
荒
露

一
ら
ん
こ
と
串
欝

貯
蓄

讐

、
驚

作
物
・
離

弁
・

そ
の
栽
猶

無

窓

懇
一ホ
掛

る
が
如
き
是
れ
也
・

蓋

民
間
に
於
。
も
、
水
撃

節
約
・
て
履

圭

・
・
足
・
へ
・
代
用
食

・叩
・
懸

せ
害

毒

あ
鼠

れ
・

、灘

艱
難

翫
灘
轄蕪
繋

齢
鍵

藁

繕
難

球

、
回
護

、
白
粥
、
大
根
飯
其
他
・

・
三

+
三
項
・
亘
・
て
凶
年
・
読

足
食
警

記

・
・
徳

用
食
鏡
」

商

人

曙

、
天
保
。
年
)
が
竈
の
賑
に
漏
れ
た
・
も
・
・
頚

、
粟

飯
、
・
・
譲

・
荒
布
飯
・欝

の
妻

豊

後

…
の
霧

、ふ
す

、
跨

、
こ
鏡

餅
其
讐

製
窪

・
記
・
砦

如
き
そ
・
「
斑
…

而
し
て
同
し
く
天
保
四
年

一

箸

に
、
て
救
饗

、叩
・
列
馨

る

「
蕃

・
・
へ
草
」
〔高
葎

響

、表
紙
・
は
饗

轟

募

ケ
・
帝
園
圃

重
、舘
禦

)
。
婆

吊

・
『纂

鶏

・
人
・
爲
・
・
革

嚢

身
の
笹

察

に
暴

箒

書

し
基

地

、に
因
て
新
獲

麗

々
の
糧
茎

へ
用

る
内

に
、
人
・
争

・
て
用
ひ
・
・
も
の
あ
・
・
栗

の
食
料
に
な
る
べ

庵

の
を
、
。。
渉
、
ぐ

の
書
よ
り
塾

し
て
凶
年

の
用

に
充
し
・
窒

・
、
書
暴

濟
・
し
へ
暮

春

を
毒

せ
ん
手

」

云
々
謀

へ
る
こ
譲

以

て
響

刊
行

の
趣
旨
を
示
せ

　

の
覚

る
を
得

へ
き
也
・
〔箪
.
…

.註
『

、
の
凱
陣
ト關
す
ろ
崇

ぼ
葬

区

於
・
・
存
・
・
暫

・
奎

・
霧

…

の
必
・
寛

ず
・
た
パ
杢

例
`
し
興

野

…

.
賑

か
鶴

雛

藻

　
謡

ば贋
起
り
た
.
。
な
る
髪

の
藤

々
蝶

た
軽

、
・
=
三
五
年

;1濾 螺 雛 こ襲72頁 ・矢野友一・・棚 史・・46頁
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灘
灘
講
欝

　

民
間
借
舞

建̂
部
耀

、
贅
暦
五
百

本
舞

馨

貴

所
牧

備
荒
草
木
圖

(建
都
清
庵
・
明
和
入
)

.

天
明
三
年
凶
壷

年
擢

記
(覆

竈

右
衛
門
・
天
明
四
)

養

護

磐

上
原
無
休
、
天
明
七
)
謬

讐

蚕

糞

震

救
荒
本
草

便
覧

附
野
譜
便
覧

(阪
本
愼

、
享
和
元
)

救
荒
事
宜

〔齋
藤
拙
堂
・

天
保
二
)

救
荒
略

(佐

々
城
朴
安

、
天
保
四
)

揮
済
を
し

へ
草

(高
井
件
寛

㌔
天
保
四
V

眈
う
か
r

ひ

(足
代
弘
訓
、
天
保
里

忘
飢
草

(巽

宗
玄
、
天
保
四
}
舞

研
究
室
所
蔵

竈

の
眼

(大
殿
永
常
、
天
保
四

}

徳
用
食
鏡

(大
蔵
・状
常

・
天
保
四
)

驚

饗

謬̂

舞

、
天
保
四
、
天
保
七
)
響

研
璽

藷

救
鰍
塁
要

(阿
部
櫟
齋

、
天
保
四
)

目
ご
ξ
の
心
得

(畑
銀
窺
、
天
保
四
)

家
内

の
花

{畑
銀
鶏
、
天
保
四
}

論

説

穂
川
鷺

粟

諮

諮

黎

三
・完
)

知
り
得
た
皇

国名
窪

に
掲
箪

て
他
日
の
研
窪

薯

を

す
・

萸

鶏

轟

聾

畑
鑑

、
天
保
四
〕、
灘

舞

羅

空

疑

漿

焚
方
餐

天
保
四
}
大
阪
市
史
、
二
・
四
六
四
真

駈
引

救
民
安
逸
傳

(天
保
四
)
同

日

用

食

鑑

(天
保
四
)
同

.

璽

諜

離̂

響

、
天
保
垂

国
書
蟹

に
昊

明
拳

鑑

差

"

す

々

御
代
の
糞

禦

鶏
、
天
保
五
・

鱒

繋

　
報

転

籍

　

藏

嚥

黙
難

簗

。
ド米
.升
々
・
升
に
炊
く
傅
・小
林
暴
、轟

救
蛇
食
物
便
覧

(伊
藤
圭

介
・
天
保
入
)

救
護

の
杖

〔藝

洞
、
天
保
入
)
舞

研
究
室
農

救
飢
諸
食
製
法

〔
天
保
八
)

飢
餓
食
物
製
法

(
天
保
入
)

飢
饉
負
物
大
略

(中
山
美
石
、
天
保
八
)

第

八
巻

(第
四
號

九
七
)

五
三
七

草 、 四丁 勘 二も この こε々記 す

37)徳 川禁令考
、



論

説

徳
川
時
代

の
米
穀
消
費
節
約
策
(
二
、完
)

天
保
牟
中
日
荒
子
孫
傳

(
柿
崎
彌
左
衛
門

・
天
保
九
)

補
鱗
新
香

〔
東
條
信
耕

、
天
保
年
間

》

救
磯
製
食
方
集

〔游
佐
粛
雇
等
、
文
政
.天
保
年
間
)

救
饒
録

(建
齋
、
天
保
年
間
)
舞

研
究
室
所
蒲
幽

救
飢
食
品
考

(軍
漢
、
天
保
年
間
)

第
八
巻

(第
四
號

九
八
)

五
三
入

備
荒
論
書

(徳
川
齊
昭
、
弘
化
二
年
)

救
磯

提
要

(
佐
伯
義
.門

、
嘉
永
三
)

救
荒
㎜画
譜
…
(
㍑揖
・ホ
四
)

、

き

＼
ん

の
.
、
」
ろ
・瓦

(
羽
田
林
エ敬
雄
、
萬
延
元
)

以
上
掲
、
ろ
所
に
ぎ

美

保
喬

に
み

ろ
響

の
甚
・
奪

寛

奇

・
。
而
・
・
以
去

著
書

・
中
柱

整

藷

卿

く
ろ
異

雑

食
に
封
ず
る
響

治
療
程

義

・
・
あ

多
、
。
蓋
、
窮
器

飢
讐

妻

著

書

・
あ

を

辮
へ
す
・
草
葉

蓋

昆

虫
贅

の
類

妻

田り
黍

に
採
,
て
峯

・
養

ざ
・
・
、
薦
め
竃

の
書

中
・
れ
・
蕩

・
霧

・
流
行
乳

"託

る
接

ろ
也
・
壽

か
享
保
†

全

。
飢
饉
に
『鍵

妙
繋

㌃

刊
行
、
、
天
明
四
年
青

、
再
・
之
れ
属

憲

添
へ
て
縛

に
業

・
た
ろ
所
以
亦
然
り
軸

・

五
.

.

以
上
論
ず

る
所

の
如
く
徳
川
時
代
に
は
米
穀
消
費

の
節
約
策
ご
し
て
種
々
の
方
法
行
は
れ

た

る
も
の
な
る
が
、

蘇

我
國
は
畿

の
慧

・
し
て
、
外
囲
よ
・
議

撰

墾

受
島

・
妥

か
り
し
を
以
て
常
に
自
然
の
作
柄

.

如
何
に
よ
り
て
人
な
る
影
響
葺

け
鳶

を
得
葺

き
。
而
し
て
豊
年
に
際
し
て
農

民
は
穿

に
し
て
米
生

浪

享

る
・
傾
向
あ
・
し
か
聖

前
震

蕎

響

寛

・
蔀

食

於
て
錬

に
甚
し
き
も
の
あ
り
し
が
如
し
・

姦

無
護

に
天
・
元
年
斉

書

聖

量

見

予
他
・
出
・
著

て
誓

雨
野

り
し
が
鮨
の
飯
豪

々
の

門
先
。
扮
し
こ
譲

・
磯
打
白
浪
ん
見

る
誓

夢

、
伺
育

+
四
日
祇
園
會

の
後
、
辻
々
の
門
謄

ま
た
鮨
の

　

…
め
し
を
捨
、
ぶ
す
一

夢

、d
り
あ
・
覧

て
」
云
々
ポ

へ
・
が
如
き
、
即

ち
そ
の

両

に
あ
皐

や
・
而
も

喫

天
明
二
年
に
は
蔑

不
潔

て
六
分
の
作
響

な
り
三
年
四
年
亦
書

す
。
遂
に
天
明
の
大
難

蚤

出
せ
り

右
。
蓼

上
原
無
休
も

「
す
へ
翫

謄

か
ぎ
ら
室
大
饗

天
地
の
難

に
・
蒔

至
り
て
は
人
力
の
及
ぶ
べ
き
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一
に
あ
ら
室

、
故

に
あ
ら

か
じ

め
其
儀

を
致

べ
き
事

な
り
』

と
い

へ
る
が
、

こ
の
飢
饉
に
備

へ
、
右

の
浪
費

を
防

く

二

方
塗

し
て
、
籾
圃
貯
穀
の
…

は
暴
行
は
れ
た
る
所
な
る
が
、
而
も
・
れ
の
み
に
て
は
常
時

夷

な
る
凶
作

「。
選

、
得
へ
,
も
。
。
あ
争

、
套

僅
・
窮
民
賑
勢

用
浜

・
得

へ
き
あ

た
・
に
過
享

、
蓉

地
方

一
両

。
棄

・
渠

足
龜

節
・
翫

磐

導

・
慧

も
、
一
方
塁

砦

畠

・
限
・
、
他
方
に
交
霧

關
の

一

ネ

備
な
り
し
當
塒
に
於

て
は
、
こ
の
配
給
政
策

に
多
大

の
信
頼

を
,置
く
能
は
さ
る
献
態
に
あ
り
し
を
以
て
・
到
底

一

+
分
・
・
策

塞

す
・
を
得
す
、
た
だ
凶
作
が

一地
方

肩

部
の
暴

事
た
る
場
倉

は
或

は
貯
穀
に
よ

り

或

は
廻
米
に
よ
り
そ

の
害
悪
よ
り
脱
し
得
可
し

ご
.雌
、
凶
作
が
梢
廣
き
範
囲
に
亘
れ

る
時
に
於
て
は
こ
れ
等

の
手

段

に
よ
。
の
外
、
更
に
饗

節
約
の
方
法
を
葦

ざ
る
を
得
ざ
り
し
を
常

事

。
さ
れ
は
・
の
消
費
節
約
政
策
は

奮

時

衆

穀
籍

政
募

上
に
於
て
は
頗

董

六
芸

地
位
を
占
む
・
も

の
寛

・
る
可
享

・
而
し
て
饗

節

新

肇

の
中
に
饒

に
述

へ
た
・
如
≦

躊

原
因
に
よ
.・
あ
り
、
或
は
突

的
原
因
に
よ
る
あ
り
睦

・
そ
の

す
べ
て
の
方
法
が
鎖
国

一

挺

っ
て
生
す

る
自
然
の
豊
凶
の
人
な
る
影
響

ε
い
ふ

「
大
事
實
に
よ

り
て
支
配
せ
ら

・
る

る
所

多

か
り
し
は
論

ず

る
迄
も

な
き
所

也
、
(八
三

二

9

¶

.

h
.

論

説

徳
川
時
代

の
米
穀
消
費
節
約
策
(
二
、完
)

第
入
谷

(篤
四
號

九
九
)

五
三
九
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